仕 様 書 ②
１．機器の名称及び数量
自動免疫染色装置・・・・一式（搬入、据付、調整を含む）
２．機器の使用目的
　　免疫染色は組織標本において特定の物質等を検出する染色方法であり、免疫染色の脱パラフィンから核染色までの行程を自動で行うことを目的とする。
３．機器の構成
自動免疫染色装置　1台
制御部　1台
４．技術的仕様
　　4-1.自動免疫染色装置の構造に関し、以下の要件を満たすこと
　　　　4-1-1.染色工程の、脱パラフィン、酵素処理や熱処理の前処理から抗体添加、発色、核染色までの行程が全自動で行える機能を有すること。
4-1-2.1スライドあたりの、免疫染色での抗体必要量は、150ul以下であること。
4-1-3.抗体量が1ml以下でも設置可能であり、染色工程が全自動で行えること。
4-1-4.スライドトレイが独立しており、分割した並行処理機能を有すること。
4-1-5.処理モジュールは卓上型であること。
4-1-6.廃液は、ハザード廃液と一般廃液で分離でき、かつ、ハザード廃液タンクが内蔵式であること。
4-1-7.抗体用プローブには、試薬レベルを検出するための液体レベルセンサーが付属していること。
4-1-8.スライド上の試薬のムラを防止でき、かつ試薬の蒸発を防げ、剥離予防機能をもつ、カバータイル方式であること。また、カバータイルは再使用できる素材であること。
4-1-9.加熱機能の温度設定は37℃から100℃の設定が可能であること。
4-1-10.スライドトレイごとに、染色工程の状況をモニタリングが可能であり、事故防止のためのロック機能を有すること。
4-1-11.ロックされたスライドを停電時等にとりはずすための、手動ロック解除機能を有すること。
4-1-12.スライド認識機能と試薬バーコード読み取り機能を有すること。
　　4-2.制御部（ソフトウェア）の機能に関し、以下の要件を満たすこと。
4-2-1.日本語表記機能を有し、かつ、日本語での入力も可能なこと。
4-2-2.染色キットごとに基本のプロトコールを有し、使用者によるプロトコールの変更が可能なこと。
4-2-3.スライドラベルエディター機能を持ち、前処理、染色プロトコール名等、必要と思われる項目を追加できる、スライドラベルのカスタマイズ機能を有すること。
4-2-4.試薬容器のバーコードが汚れ等何らかの理由で自動認識されない場合に、手動での試薬選択が可能なこと。
4-2-5.スライドラベルが何らかの理由で自動認識されない場合に、手動でスライドを認識させる機能を有すること、かつ、スライドラベルを使用せず手動でスライドを認識させる機能を有すること。
4-2-6.染色処理中に、何らかの問題を有した場合は、画面上で警告を通知し、レポートでのすべての染色工程が確認できるレポート機能を有すること。
4-2-7.抗体のパネルを作成する機能を持ち、パネルの名前が日本語でも作成できる　こと。
4-2-8.二重染色、in-situハイブリダイゼーションの染色のできる機能を有すること。
4-2-9.試薬の在庫の確認ができる画面を有し、かつ、専用試薬の最低在庫が設定でき在庫管理が可能であること。
4-2-10.過去に処理したスライドに関する情報がエクスポート可能で、カスタマイズしたレポート作成機能を有すること。
4-3.消耗品、専用試薬について以下の要件を満たすこと
4-3-1.抗体及び酵素等試薬用の汎用専用容器があり、また登録時の有効期限が5年以上あること。
4-3-2.汎用試薬容器に、インサート入れ替え可能型のものがあり、1つの汎用容器で複数の試薬で使用可能であること。
５．教育体制
5-1-1.装置の据付・調整終了後、操作指導者を派遣し操作トレーニングを行うこと。
5-1-2.各装置についてのマニュアルは、日本語版を提出すること。
